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⾎液⼀滴で万病発⾒！？ 夢の技術は根治不能な病気までをも発⾒する 
 
病気を早い段階で⾒つける。しかも未
病のうちに。そして初期に治療にあた
り⼤事に⾄らないようにする。これは
健康な⽣活を送るためには理想の形
であり、国の医療費の⼤幅な削減も期
待できる。 
 
その診断技術に⼀歩々々近づいてい
るのが島津製作所の質量分析である。 
 
この記事の最後に、「いいことばかり
とはかぎらない。様々な病気の可能性
を発⾒できるようになったが、現在で
はまだ治すことのできない病気も発
⾒できる」とあり、病気の発⾒能⼒と
⾜並みをそろえて、その治療⽅法の開
発が求めらる。 
 
医学の世界は、昔から病気の発⾒とそ
の治療⽅法の開発が競争を続けてい
る。そして、間違いなく⼀歩ずつでは
あるが前に進んできている。 
 
2002 年にノーベル賞を受賞したこの
技術は、その後の 20 年で検出感度が
1000 倍に⾼められた。世界に恩恵を
及ぼしていける技術とは、熱意と努⼒
の積み重ねの結果、育ってくるもので
あると思う。たゆまぬ努⼒と時間をか
けて。 
 


